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そして、現代のイラン＝イスラーム共和国（Jomfūrī-ye Eslāmī-ye Īrān, 以下、イラン , 197

















































主ファトフ・アリー・シャー（Fath ʻAlī Shāh, 在位 1797‐1834／A.H.1212‐1250 年）の
時代から第 5 代君主モザッファロッディーン・シャー（Mozaffar od-Dīn Shāh, 1896‐190
7／A.H.1313‐1324 年）の時代までの約 100 年間についての考察が主となる。中でも、第





 本論文の構成は下記の通りとなる。序章と終章を除き、2 部 4 章構成になっている。大
まかな流れとして、第 1 部（第 1 章・第 2 章）でガージャール朝期の全体的な変化を概観
し、第 2 部（第 3 章・第 4 章）ではその動きが地方都市にどのような影響を及ぼしていた
のかを考察する形で議論が展開されている。  
 
【第 1 章】  











 第 1 節では、イランを取り巻く世界情勢が国内情勢にどのような影響を与えたかについ
てまとめた。イランは、北からロシア勢力が、南からイギリス勢力が侵入する中で国境線
が確定され、列強の影響下に置かれていった。ガージャール朝宮廷は、当初対露路線を基
















に、アミーレ・キャビール（Mīrzā Taqī Khān Amīr-e Kābīr, 1807‐52 年）の駅停整備や、
ナーセロッディーン・シャーによる電信線敷設プロジェクトなど、イラン独自の近代化の
努力が存在していたことを再確認した。  



















【第 2 章】  




































なる第 1 期には、南東部にシャムソルエマーレ（shams ol-ʻemāre）や王立のテキエ（ tekīy




ァトフ・アリー期（doure-ye Fath ʻAlī Shāh, 1797‐1834 年）に行われたシャー・モスク
（masjed-e Shāh）のプロジェクトについてまとめた。これは、交通の要所にシャー（Shāh,






























































ā, sādāt, ahl-e honar）の世帯、王族（shāhzādegān）世帯は中央や東側にもまとまった居











ammad Khān, Shāh, 1747‐1797 年）からモハンマド期（doure-ye Mohammad Shāh, 1834‐
1848 年）にかけて、これらの活動が南北に広がった点が示された。そして、ナーセリー期
に入ると、テヘラン＝ガズヴィーン街道の整備事業の影響を受けて都市内の人とモノの流
れが加速して都市構成が変容し、モザッファリー期（doure-ye Mozaffarī,  Mozaffar od-Dī





た。そして、ファトフ・アリー期の知事ロクノッドウレ（ ʻAlī Naqī Mīrzā Rokn ol-Doule,




















ィーンの変化・変容は、サーラーレ・アクラム（Mīrzā Sāleh Khān Tabrīzī Sālār-e Akram,
























が及ぶようになった点も明らかとなっている（図 1）。  
 














別記様式  博退－Ⅵ－２－②－A 
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別記様式  博退－Ⅵ－２－②－B 
 
 
 第２章では、首都テヘランの都市変化を国王治世期毎に、大きく宮殿域と、それ以外のガ
ナートなどの水利施設、モスク・マドラサ・墓廟・テキエ（受難劇上演の劇場）などの宗教
施設、バーザールや商館・キャラバンサライのような商業施設などの都市域に二区分し、両
地域における空間的過密化や市域の北部郊外への拡大をまとめ、とりわけ都市計画に基づく
首都大改造事業について考察を加えた。この改造期を境として、都市間交通と都市内交通が
結びつき、都市に動線が出現することに注目した。さらに、ガージャール朝期前半には主要
街道の整備とガズヴィーン、サナンダジュ、カーシャーンなどの交通上の要衝の復興が政策
として推進されたことが強調された。  
 第３章では、ガズヴィーンに焦点を絞って、建造物・不動産の変化を、テヘラン同様に宮
殿域や都市域に機能別に分類し、それらの軌跡を丹念に追跡するとともに、水利条件などの
環境的側面や歴史的変動、街区・都市内道路網などの都市構造、人口構成などについて詳述
した。とくに、この都市については、ササン朝期の起源からサファヴィー朝にかけての都市
の外形・内的構成を概念図も多用しながら解明したこと、ガージャール朝期に首都に続いて
実施された人口調査の統計資料に拠って多角的に分析したことは注目に値する。  
 第４章では、ガズヴィーンの都市変容に主にスポットライトを当て、その変容の要因につ
いて考察を試みている。その結果、１）ザンド朝期からガージャール朝初期にかけて都市の
有力者や住民による都市再建が盛んになったこと、２）それと並行して、ガズヴィーンの命
綱とも言うべき水利施設たる地下貯水槽アーブ・アンバールの創建が相次いだこと、３）19
世紀後半以降のテヘラン＝ガズヴィーン街道整備事業とそれと連動した都市内交通及び機能
別エリアの創出、４）20 世紀初めの教育協会の創立と初等学校建設運動、などが都市を変
貌させる契機であると指摘した。  
 以上より、本論文の研究成果により新しい知見として見出された点は以下の通りである。
第一に、従来一般的にイランの都市について想定されていた自律性・分散性は、王朝や地方
知事の集権化を志向する施策を通して、ガージャール朝期を通じて一貫して薄められる傾向
にあり、それが同朝初期から着手されていたことを、都市という目に見える場にフォーカス
することで明らかにしたこと。  
第二に、テヘランとガズヴィーンという歴史を通して相補的な役目を負わされてきた両都市
の在り方を長いスパンにおいて追究しその連動性を炙り出したこと。とくに、概念図も含め
各時期の地図を多数作成し、そのハード面での変化を可視的に明示したことは都市研究にお
ける独創的な貢献と見なしうること。  
第三に、ガズヴィーンそれ自体の都市研究は、まとまったものが世界レベルでも皆無に等し
く、水利施設をはじめとする都市のハード・ソフトの両側面での分析は今後の研究の基盤的
素材になりうるものであること。また、その変化を主導的に起こした、地方知事の事績にも
新しい照明を当てたところは優れた点である。  
 一方、審査委員会においては、都市変化に考察が集中するあまり、近代化の捉え方やそれ
が都市変化の中にどう読み解けるのかなど、掘り下げがやや不十分であること、文献の引用
や文献表作成に若干不備が見られることなども指摘された。しかし、審査委員会は上記のこ
とを総じて見るなら、本論文は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と
学識を有していることを示していると判断した。よって、本論文は、博士（国際文化）の学
位論文として合格と認める。  
